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研究成果の概要（和文）：本研究によりIgG4,IgG,IgG4/IgG,C3,C4,CH50はIgG4関連疾患とIgG4関連疾患疑診群で
有意差を認め、IgG4,IgG,IgG4/IgG,IgA,Ba,CRP,C3,C4,CH50はIgG4関連疾患とその他の疾患群で有意差を認め
た。IgG4関連疾患においてIgG4とIgGは正の相関を、IgG4とIgMは負の相関を示し、IgG4関連疾患疑診群ではIgG4
とIgGで正の相関を示し、その他の群においてIgG4とC3は正の相関を示した。IgG4関連疾患において血清IgG4,
IgG,IgEは上昇し血清IgM, IgAは上昇せず低値を示しCRPは正常～軽度上昇に留まる事が判明した。

研究成果の概要（英文）：This study found significant differences in IgG4, IgG, IgG4/IgG, C3, C4, 
CH50 between the IgG4-related disease and the IgG4-related disease suspected group. There was a 
significant difference in CH50 between IgG4-related diseases and other disease groups. In 
IgG4-related diseases, IgG4 and IgG showed a positive correlation, IgG4 and IgM showed a negative 
correlation, IgG4 and IgG showed a positive correlation in the IgG4-related disease suspected group,
 and IgG4 and C3 showed a positive correlation in other groups. showed a correlation. It was found 
that in IgG4-related diseases, serum IgG4, IgG, and IgE increase, but serum IgM and IgA do not 
increase and remain low, and CRP remains at normal to slightly elevated levels.

研究分野： IgG4関連疾患

キーワード： IgG4関連疾患　高IgG4血症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
IgG4関連疾患は2011年に本邦で初めて診断基準が作成された比較的新しい疾患である。世界では2019年に
ACR/EULAR IgG4-RD Classification criteriaが作成されたが、その中でExclusion, Inclusion criteriaが新た
に作成されたが、Exclusion criteriaは本研究の主旨と類似性がある内容である。本邦は2020年に診断基準が改
訂されたが、これらExclusion criteriaは採用されていない。今後更なる本研究の結果により本邦の診断基準に
も採用される可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
IgG4関連疾患は 2011年に 2つの IgG4研究班（梅原班、岡崎班）により IgG4関連疾患包括診
断基準が作成された本邦発の疾患概念で、近年では国外でも注視されている疾患である。
IgG4RD では同時性または異時性に諸々の臓器が障害されるため臓器を横断的に診療する総合
診療医にとって重要な病態である。2015 年には本邦で指定難病にも指定されている。一方で、
疾患概念の普及とともに IgG4RD-mimickerと呼ばれる類似疾患の誤診の報告も増加しており、
その鑑別が重要である。しかしながら研究開始当初、IgG4 関連疾患と非特異的に血清 IgG4 値
が上昇するその他の疾患を鑑別するために有用な臨床的特徴や血清学的特徴は明らかにされて
おらず診断基準にも補助診断項目は存在していなかった。 
 
 
２．研究の目的 
高 IgG4 血症を呈する疾患の鑑別に有用となる指標を明らかにし新たな補助診断項目を制定す
る事を目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
2014 年 4 月 1 日～2017 年 8 月 31 日の期間に岡山大学病院総合内科で血清 IgG4 値(LSI 社(ネフ
ェロメトリー法)を測定した 225 名を IgG4 関連疾患の診断は包括診断基準 2011 および IgG4 関
連疾患の病理に関するコンセンサスステートメントにより分類し、必要に応じて臓器特異的な
診断基準によって再評価した。そのうち、IgG4 関連疾患の確診群を Definite(D)群、IgG4 関連
疾患の疑診群を Possible(P)群、IgG4 関連疾患の診断基準を満たさない症例を Others(O)群に分
類し、後ろ向きに解析した。 
 
 
４．研究成果 
（1）高 IgG4 血症の患者背景について 
性別は確診群・疑診群において 71-76%と男性優位であり、発症時年齢はいずれの群において約
65 歳であった。 

 
 
（2）高 IgG4 血症の初発症状について 
全体では腎機能障害・全身倦怠感・口渇感・体重減少などが多く、口渇感・顎下腺腫脹などの
IgG4RD に特徴的な症状を呈するものから倦怠感・体重減少・発熱などの非特異的症状を契機に
高 IgG4 血症が発見される事も多い。確診群(D 群)は口渇感・腎機能障害・体重減少・顎下腺腫
脹の順に多い。疑診群(P 群)は腎機能障害が最も多い。 



 
 
（3）高 IgG4 血症の障害組織について 
全体ではリンパ節・後腹膜が多く、確診群(D 群)は顎下腺・リンパ節・涙腺・膵臓・腎臓・後腹
膜の順に多く、疑診群(P 群)では後腹膜(57%)が最も多い。 

 
 
（4）高 IgG4 血症の生検部位について 
全体では小唾液腺・リンパ節・顎下腺・腎臓の順に多く、IgG4RD 確定に有用な組織は後腹膜
(100%)・顎下腺(83%) が多く、一方で小唾液腺から確診群に至る症例は 8%と少ない。 



 
 
（5）各群における生化学パラメーターの関係について 
IgG4, IgG, IgG4/IgG, C3, C4, CH50 において確診群と疑診群で有意差を認め、IgG4, IgG, 
IgG4/IgG, IgA, Ba, CRP, C3, C4, CH50 において確診群とその他の群で有意差を認めた。 

 
 
（6）各群における血清 IgG4 値との関係について 
確診群においては IgG4 と IgG は正の相関を、IgG4 と IgM は負の相関を示し、疑診群では IgG4
と IgG で正の相関を示し、その他の群において IgG4 と C3 は正の相関を示した。 
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